
塩
野
七
生
讃

廣
中　

聰
（
東
京
）

　

塩
野
七
生
女
史
（
イ
タ
リ
ア
在
住
。
歴
史
作
家
で

「
文
化
功
労
者
」）
は
、
私
の
お
気
に
入
り
の
作
家
の

ひ
と
り
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
半
世
紀
前
の
「
ル
ネ

サ
ン
ス
の
女
た
ち
」「
チ
ェ
ー
ザ
レ
」「
神
の
代
理
人
」。

　

彼
女
の
作
品
の
魅
力
は
、
ス
タ
イ
ル
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
執
筆
哲
学
で
す
。「
歴
史
を
書
く
作
業
は
、
歴

史
と
切
り
結
ぶ
こ
と
だ
と
思
う
。
自
ら
の
全
知
能
と

全
存
在
を
賭
け
て
決
闘
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。」。
こ

の
志
や
良
し
。
年
齢
を
加
え
る
に
つ
れ
円
熟
味
を
増

し
、
韓
国
・
中
国
に
読
者
を
得
ま
し
た
。

　

文
章
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
短
い
、
明
解
で
力
強
い

も
の
で
、
爽
快
感
、
色
気
す
ら
感
じ
ま
す
。

　
「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
に
始
ま
る
歴
史
エ
ッ
セ
イ

を
毎
年
１
冊
刊
行
、　

年
継
続
し
ま
し
た
。
大
き
な

２５

魅
力
の
一
つ
は
、
彼
女
が
惚
れ
抜
い
た
超
一
流
の

「
男
た
ち
」
に
接
近
す
べ
く
、
膨
大
な
資
料
を
集
め

（
そ
れ
も
原
典
第
一
主
義
）
読
み
解
き
、
考
え
抜
い

て
、「
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
」
を
書
い
て

い
る
こ
と
で
す
。
ハ
ン
ニ
バ
ル
、
カ
エ
サ
ル
、
ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
、
ペ
リ
ク
レ
ス
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
、

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
な
ど
、
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

１８４

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

コ
ロ
ナ
禍
、
２
０
１
７
年
刊
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
伝
」
に
リ
ー
ダ
ー
像
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

曰
く
「
戦
場
で
は
兵
士
は
肉
体
で
闘
う
が
、
総
司
令

官
は
頭
脳
で
闘
う
」「
兵
站
を
重
要
視
し
な
い
司
令

官
は
、
戦
闘
に
は
勝
っ
て
も
戦
争
に
は
勝
て
な
い
」

「
こ
の
人
を
評
す
る
一
語
は
「
ス
ピ
ー
ド
」」

　

彼
女
は
、
歴
史
エ
ッ
セ
イ
に
並
行
し
て
、
文
春
誌

「
日
本
人
へ
」
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
示
唆
に
富
む

洞
察
の
一
例
が
「
戦
略
」
に
つ
い
て
で
す
。
戦
後
の

日
本
人
は
、
こ
の
言
葉
に
抵
抗
感
を
示
し
た
。「
だ

が
日
本
に
も
、
昔
か
ら
戦
略
的
思
考
は
あ
っ
た
の
だ
。

「
肉
を
斬
ら
せ
て
骨
を
断
つ
」
く
ら
い
、
本
物
の
戦

略
は
な
い
」。
ま
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
来
使
わ
れ
て

き
た
こ
の
言
葉
の
意
味
の
一
つ
に
「
予
期
し
な
か
っ

た
困
難
に
遭
遇
し
て
も
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
才
能

が
あ
る
。
有
権
者
が
今
の
政
治
家
に
求
め
る
の
は
こ

の
こ
の
種
の
資
質
で
は
な
い
か
」
と
。

　

さ
ら
に
、「　

年
も
歴
史
を
書
い
て
の
平
凡
な
結

５０

論
は
、
自
ら
の
持
て
る
力
を
活
用
で
き
た
国
だ
け
が

勝
ち
残
る
。」
プ
レ
ー
ボ
ー
イ
に
な
れ
な
い
日
本
人

の
場
合
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
や
れ
る
こ
と
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
集
中
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
経
済
力
の
さ

ら
な
る
向
上
だ
と
言
い
ま
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
の
柳
井
正

氏
が
、
普
通
の
人
は
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
、
自

分
は
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。
内
向
し
て
成
長
は
な

く
、
世
界
中
で
情
報
を
集
め
て
経
営
し
て
ゆ
く
と
発

言
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
彼
女
の
短
文
で

は
、「（
以
前
批
判
的
に
コ
メ
ン
ト
し
た
柳
井
氏
と
）

会
っ
て
話
し
た
ら
、
意
外
に
も
気
が
合
う
の
で
は
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
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